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料とした。資料となった文は全部で 162 文、その中のエラーの数は 134 であった。
Ⅱ．エラーアナリシス











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　②　私の誕生日は 12 月 24 日です。
　③　12 月 24 日はクリスマスイブです。
　「私の誕生日は 12 月 24 日ですが、12 月 24 日はクリスマスイブですので、いつも損をした
ような気がします。」が一番よい並べ方であるが、ある被験者は「12 月 24 日はクリスマスイ
ブですが私の誕生日でもある。だがいつも損をしたような気がします。」と答えた。一文にし
きれていないのと、文体が変わっていることが問題である。同様に
（課題４）
　①　私はつい食べ過ぎてしまう。
　②　お母さんはプリンをたくさん作ってくれる。
　③　プリンは私の大好物だ。
の場合、被験者は「プリンは私の大好物でお母さんはプリンをたくさん作ってくれるがつい食
べすぎてしまう。」という答えがあった。逆接の助詞の使い方、主語が不明確という問題のあ
る作文になった。さらに
（課題５）
　①　兄は絵が上手ではない。
　②　兄は絵を描くのが好きだ。
　③　兄はいつも絵を描いている。
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について被験者は、「兄は絵を描くのが好きでいつも描いている。でも絵はじょうずではない。」
と一文にすることができなかった。やはり逆接の助詞が使えないからであると思われる。
（課題６）
　①　お母さんはいなかった。
　②　冷蔵庫にケーキがあったので食べた
　③　家に帰った。
については「家に帰ったらお母さんはいなかったので冷蔵庫にケーキがあったので食べた。」
と答えた。最初の「ので」の使い方が適切ではない。ここでは逆接を使うべきである。
　次に助詞についでエラーが多かった態の正しい使い方を覚えさせる課題を作った。能動態の
文を受動態に書きかえる問題を課した。
（課題７）
　彼は前にいた人を追い越した。
を受動態にしなさいという問題では、被験者は「前にいた人を彼が追いこした」と書いた。こ
れは受動態になっていない。特に手話者は受動でも能動でも手型は同じで、方向を自分から相
手または三人称の誰かに向けて動かすことで表せるので、日本語のように活用を覚える必要が
ない。
（課題８）
　人々は彼を尊敬し、慕っていました。
を、被験者は「人々は彼に尊敬し、したがわれていました。」と答えた。「人々は」を主語にし
ているところで、既に受動態は成り立たなくなる。「慕われていました」が「したがわれてい
ました。」となっているのは受け身の作り方に影響され、「慕われる」ということばを「したが
われて」ということばと混同してしまっている。
（課題９）
　山の植物は朝日に照らされた。
については「植物は山の朝日に照っている」と答えた。主語が同じであるので態を変えたこと
にならない。さらに受動態を能動態に変える課題も与えた。
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（課題 10）
　おばあさんは町のみんなに頼りにされている。
これを被験者は「町のみんなにおばさんはたよりになっている」とした。「町のみんなが」と
いうふうに主語を変えなければならないことが、ろう者にとっては難しいのである。これは手
話という主語を明確にしなくても方向で明らかになる言語に慣れているろう者にとっては、か
なり難しいと思われる。
　
おわりに
　本研究では、これまで日本語においては研究されてこなかった聴覚障害者の書記日本語の言
語学的問題が体系的に取り出された。日本手話の構造が持ち込まれたエラーと、音が聞こえな
い、したがって自然な経験が極めて少ないという理由による日本語の習得の困難さが現れたエ
ラーを収集することができた。言語学的視点から分析すると、エラーにも法則があることがわ
かり、それを体系的に教えることで日本語を書くスキルは格段にアップすると思われる。
　日本手話者のエラーは母語と日本語の統語論的差異（つまり文法の違い）や形態論的差異（つ
まり語彙の構成の違い）に起因することが多い。すなわち態や格が手の動きで物理的に表せて
しまう日本手話者にとって、それをあらわす語形変化や助詞をマスターすることは動機もない
し、実際マスターしようとしても難しい。さらに語用論的には経験が少ないということに加え
て、男女差や謙譲語・尊敬語の縛りが日本手話では日本語ほど多くないということも影響して
いるであろう。またろう学校の子どもたちと聞こえる教師たちはコミュニケーションをとるこ
と自体に困難があり、ことば遣いの細やかな指導の時間はあまりないのも事実である。
　他方、難聴者やまったく（あるいはほとんど）聞こえないが、手話は獲得しなかった「日本
語話者」のエラーについては音韻論的な問題と経験の偏りに起因するものが多い。難聴者の場
合、ある程度聞こえているからこそ口語体も覚えているのであるが、その使い分けの経験が少
ないために使ってはいけないところで口語体を使ってしまうというエラーが見られた。
　しかし両者とも最も不利なのは音声言語たる日本語を読み書きしなければならないというこ
とであり、エラーには共通のものも多い。
　聴覚障害者のための書記日本語の問題は上記のようなエラーをヒントとした言語学的・体系
的な教授法を行うことで解決できると思われる。この研究の結果を利用して、就労・進学・資
格取得等に有益な書記日本語のためのマニュアル「学校だけではわからない。コミュニケーショ
ンスキルアップ・ハンドブック」を作成した。現状の福祉施設・教育機関等で活用されること
を期待する。
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